
JP 5590876 B2 2014.9.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部材に対する操作の開始に応答して所定の機能を実行し、該操作の終了に応答して
前記所定の機能の実行を終了するように制御する制御手段と、
　前記操作部材に対する操作の開始からの時間を計測する計時手段と、
　前記操作の開始及び該操作の開始に応じた前記所定の機能の実行開始後、前記計時手段
によって計測された時間が所定時間を超える前に該操作が終了した場合、前記操作部材の
操作方法に対する通知を出力する出力手段と、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記所定の機能の実行中、前記所定の機能の実行中であることを表示する表示手段を更
に有することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記操作部材に対する操作の開始から終了までの間のみ前記所定の機能を実行する第１
の動作モードと、前記操作部材に対する一回の操作ごとに前記所定の機能の実行及び終了
を切り替える第２の動作モードとをユーザの指示に応じて選択する選択手段を更に有し、
　前記選択手段により前記第１の動作モードが選択された場合に、前記制御手段、計時手
段、出力手段がそれぞれ動作することを特徴とする請求項１又は２に記載の情報処理装置
。
【請求項４】
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　前記操作部材を複数備えるとともに、前記所定の機能は前記複数の操作部材の各々に対
応する複数の機能を含み、前記出力手段は、前記複数の操作部材のうちの操作された操作
部材によって実行された機能に対応する通知を出力することを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置を含む撮像装置であって、
　前記所定の機能は、手ブレ補正の効果を通常より強める強力手ブレ補正機能を含むこと
を特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　撮像部を挟んで、ユーザの一方の手によって保持される部分と対向する、他方の手によ
って保持される位置に、前記操作部材を配置することを特徴とする請求項５に記載の撮像
装置。
【請求項７】
　前記出力手段は、前記操作の開始後、前記計時手段によって計測された時間が前記所定
時間を超えた後に該操作が終了した場合には、前記通知を出力しないことを特徴とする請
求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記出力手段は、前記通知を表示する表示手段であることを特徴とする請求項１に記載
の情報処理装置。
【請求項９】
　前記操作の開始後、前記計時手段によって計測された時間が前記所定時間を超える前に
該操作が終了した場合、前記表示手段は、前記通知として、前記操作部材に対する操作が
継続されている間に前記所定の機能が継続される旨のメッセージを表示することを特徴と
する請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記表示手段は、前記通知を表示してから所定の時間が経過すると、前記通知の表示を
終了することを特徴とする請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記表示手段は、前記通知を表示してから前記所定の時間が経過する前であっても、前
記操作部材に対する操作の開始があった場合には、前記通知の表示を終了することを特徴
とする請求項１０に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記撮像部を有する本体部と、該本体部に対して可動式であるバリアングルの表示部と
を有し、
　前記ユーザの一方の手によって保持される部分は前記本体部に位置しており、前記操作
部材が配置される前記他方の手によって保持される位置は前記表示部に位置している
　ことを特徴とする請求項６に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　制御手段が、操作部材に対する操作の開始に応答して所定の機能を実行し、該操作の終
了に応答して前記所定の機能の実行を終了するように制御する制御ステップと、
　計時手段が、前記操作部材に対する操作の開始からの時間を計測する計時ステップと、
　出力手段が、前記操作の開始及び該操作の開始に応じた前記所定の機能の実行開始後、
前記計時手段によって計測された時間が所定時間を超える前に該操作が終了した場合、前
記操作部材の操作方法に対する通知を出力する出力ステップと、
　を有することを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１乃至４及び請求項７乃至１１のいずれか１項に記載の情報処
理装置が有する各手段として機能させるためのプログラム。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１乃至４及び請求項７乃至１１のいずれか１項に記載の情報処
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理装置が有する各手段として機能させるためのプログラムを格納したコンピュータ読み取
り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作部材に対する操作に応じた機器の制御を行う情報処理装置及びその制御
方法並びに撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、１つの操作部材に対する操作時間に応じて複数種類の機能を実現することが
よく行われている。例えば、音楽再生装置においては、所定のボタンの押下時間が１秒以
下であれば次の曲にスキップし、そのボタンを１秒以上押し続けた場合には押している間
中早送り再生するといった制御が行われる（例えば特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１７５０９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示された技術では、使用者は早送り再生したかったのに
、ボタンを押下している時間が短かったため次の曲にスキップされてしまい、使用者には
その理由が分からず困惑する場合があるという問題がある。かかる問題は、特許文献１に
開示されたような音楽再生装置のみならず、カメラ等にも同様に生じうる。
【０００５】
　そこで本発明は、上記した問題点に鑑み、操作の開始から終了までの間に有効となる機
能が割り当てられた操作部材を、ユーザが混乱することなく操作できるようにすることを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面によれば、操作部材に対する操作の開始に応答して所定の機能を実行し
、該操作の終了に応答して前記所定の機能の実行を終了するように制御する制御手段と、
前記操作部材に対する操作の開始からの時間を計測する計時手段と、前記操作の開始及び
該操作の開始に応じた前記所定の機能の実行開始後、前記計時手段によって計測された時
間が所定時間を超える前に該操作が終了した場合、前記操作部材の操作方法に対する通知
を出力する出力手段とを有することを特徴とする情報処理装置が提供される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、操作の開始から終了までの間に有効となる機能が割り当てられた操作
部材を、ユーザが混乱することなく操作することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態におけるデジタルビデオカメラの構成例を示すブロック図。
【図２】実施形態におけるデジタルビデオカメラのメニュー表示例を示す図。
【図３】実施形態におけるデジタルビデオカメラの動作を示すフローチャート。
【図４】実施形態のデジタルビデオカメラの液晶パネルの表示例を示す図。
【図５】実施形態におけるビデオカメラのボタン配置例を示す図。
【図６】実施形態におけるデジタルビデオカメラのメニュー表示例を示す図。
【図７】実施形態におけるデジタルビデオカメラの液晶パネルの表示例を示す図。
【発明を実施するための形態】
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【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。なお、本発明
は以下の実施形態に限定されるものではなく、本発明の実施に有利な具体例を示すにすぎ
ない。また、以下の実施形態の中で説明されている特徴の組み合わせの全てが本発明の課
題解決手段として必須のものであるとは限らない。
【００１０】
　＜第１の実施形態＞
　第１の実施形態では、本発明の信号処理装置をデジタルビデオカメラに適用した場合に
ついて説明する。本実施形態ではその一例として、本発明の信号処理装置による制御を、
デジタルビデオカメラの強力手ブレ補正機能に対して行わせる例を説明する。ここで「強
力手ブレ補正機能」とは、所定の操作に従い一時的に手ブレ補正処理を強化する機能をい
う。
【００１１】
　図１は、本実施形態におけるデジタルビデオカメラ１００の構成例を示すブロック図で
ある。デジタルビデオカメラ１００は、カメラブロック１４０、マイクロフォン１０１、
操作部１０３、システム制御部１０４、記録再生部１０５、ハードディスクドライブ（以
下「ＨＤＤ」という。）１０６、液晶パネル１０７、映像出力端子１０８、音声出力端子
１０９、外部Ｉ／Ｆ（インタフェース）制御部１１１、スピーカ１１２、記録処理ブロッ
ク１３０及び再生処理ブロック１２０を備える。
【００１２】
　カメラブロック１４０は、撮像部１４１、カメラ信号処理部１４２、カメラ制御部１４
３から構成される。撮像部１４１は、不図示の光学系レンズ、ＣＣＤ等の撮像素子、オー
トフォーカス機構、ズーム機構、手ブレ補正機構等により構成される。これにより撮像部
１４１は、カメラ制御部１４３の指示に従い、被写界に対して焦点や光量等を調整し、レ
ンズを通して結像された被写界の光学像を映像信号に変換し、カメラ信号処理部１４２に
送出する。カメラ信号処理部１４２は、カメラ制御部１４３の指示に従い、上記映像信号
に所定の信号処理を施して、映像信号処理部１３１に送出する。操作部１０３は、カメラ
系に関する各種ボタン、ダイヤル（ＡＦオン／オフ、ＡＥオート／ロック、プログラムＡ
Ｅ、ズーム、強力手ブレ補正等）類等の操作部材を含み、操作者からの指示をシステム制
御部１０４を介してカメラ制御部１４３に送出する。カメラ制御部１４３は、マイクロコ
ンピュータ等により構成され、システム制御部１０４、操作部１０３からの指示等により
カメラ系全体を制御する。
【００１３】
　記録処理ブロック１３０は、映像信号処理部１３１、音声信号処理部１３２、映像デー
タ符号化部１３３、音声データ符号化部１３４、メタデータ生成部１３５、データ符号化
処理部１３６から構成される。また、再生処理ブロック１２０は、映像出力部１２１、音
声出力部１２２、映像データ復号化部１２３、音声データ復号化部１２４、データ復号化
処理部１２５から構成される。
【００１４】
　操作部１０３は、使用者がデジタルビデオカメラ１００に各種設定や指示を行うための
マンマシンインタフェースである。操作部１０３は、上記カメラ系に関するボタン、ダイ
ヤル類以外にも、電源スイッチ、動作モード切り替えスイッチ、スタート／ストップボタ
ン、再生ボタン等の各種再生系ボタン、メニューボタン、上・下・左・右ボタン、決定ボ
タン等の操作部材を備える。また、操作部１０３は、撮影時に一時的に手ブレ補正機能の
効きを強力にする「強力手ブレ補正機能」の実行指示をユーザから受け付ける強力手ブレ
補正ボタン５０１（図５）を含むものとする。
【００１５】
　システム制御部１０４は、ＣＰＵ１０４１、ＲＯＭ１０４２、ＲＡＭ１０４３を有する
マイクロコンピュータによって構成される。また、システム制御部１０４は、時間の計測
を行う計時手段としてのタイマー機能部１０４４も備えている。システム制御部１０４は
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この他に、ＲＯＭ１０４２及びＲＡＭ１０４３を制御するメモリコントローラ等のロジッ
ク、時計部、Ｉ／Ｏポート等も備え、デジタルビデオカメラ１００を統合的に制御する。
ＲＯＭ１０４２には制御プログラム１０４５が記憶されており、これをＣＰＵ１０４１が
ＲＡＭ１０４３に展開して実行することにより、各種制御が実現される。
【００１６】
　外部Ｉ／Ｆ制御部１１１は、例えばＵＳＢなどのデジタルインタフェースである。外部
Ｉ／Ｆ制御部１１１は、デジタルビデオカメラ１００と周辺機器ホスト、例えば、パソコ
ンやＤＶＤライタ等との接続を行い、システム制御部１０４からの指示により、周辺機器
ホストからの要求に応じて、映像ファイルの転送を行う。
【００１７】
　（録画モード）
　以下、本実施形態に係るデジタルビデオカメラ１００の動作を説明する。まず、録画モ
ードにおける動作について説明する。操作部１０３の動作モード切り替えスイッチにより
録画モードが選択された状態で、スタート／ストップボタンが押下されると、システム制
御部１０４がこれを検知し、記録処理ブロック１３０の各部を制御して記録を開始する。
【００１８】
　記録処理ブロック１３０は、カメラブロック１４０より得られる映像データを符号化し
、所定の形式で記録再生部１０５に出力する。記録再生部１０５は、記録処理ブロック１
３０から出力されるデータ列に、ファイル形式毎に定められたヘッダなどの付加情報を付
加して映像ファイルを生成し、ＨＤＤ１０６に記録する。
【００１９】
　記録処理ブロック１３０において、カメラ信号処理部１４２から入力される映像データ
は、映像信号処理部１３１に供給される。映像信号処理部１３１は、カメラ信号処理部１
４２からの映像データに対し、予め定められた符号化形式での符号化に必要な処理、例え
ばサブサンプルなどの処理を施し、映像データ符号化部１３３に出力する。
【００２０】
　映像データ符号化部１３３は映像信号処理部１３１からの映像データを、予め定められ
た符号化形式、例えばＭＰＥＧ２形式やＭｏｔｉｏｎ　ＪＰＥＧ形式等に従って符号化し
、符号化データをデータ符号化処理部１３６に出力する。また、映像データ符号化部１３
３は、一つの映像ファイルの代表画像としてのサムネイル画像を生成し、サムネイル画像
のデータをデータ符号化処理部１３６に出力する。
【００２１】
　また、マイクロフォン１０２からの音声データは音声信号処理部１３２に入力される。
音声信号処理部１３２はマイクロフォン１０２からの音声信号をデジタルデータに変換す
る。音声信号処理部１３２は更に、音声データにノイズ抑圧や増幅等の処理を施し、音声
データ符号化部１３４に出力する。音声データ符号化部１３４は、音声信号処理部１３２
からの音声データを予め定められた符号化形式、例えばＭＰＥＧ２形式に従って符号化し
、データ符号化処理部１３６に出力する。
【００２２】
　メタデータ生成部１３５は、撮影日時や絞り値（Ｆ値）などの撮影情報を示すメタデー
タを生成し、データ符号化処理部１３６に出力する。データ符号化処理部１３６は、映像
データ符号化部１３３からの符号化映像データと、音声データ符号化部１３４からの符号
化音声データとを、ＭＰＥＧ２形式又はＪＰＥＧ形式のトランスポートストリーム（ＴＳ
）形式に変換する。また、データ符号化処理部１３６は、メタデータ生成部１３５が出力
するメタデータと、映像データ符号化部１３３からのサムネイル画像を、ＴＳ形式のデー
タファイルのヘッダあるいはフッタに、画像ファイルの付随情報として格納する。データ
符号化処理部１３６は、ＴＳ形式に変換したファイルを、記録再生部１０５に出力する。
【００２３】
　本実施形態のデジタルビデオカメラ１００は、記録開始の指示が入力されてから記録停
止の指示が入力されるまでの間に、カメラブロック１４０及びマイクロフォン１０２から
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入力された映像データ、音声信号をまとめて一つのファイルとして記録する。記録開始の
指示は、スタート／ストップボタンの押下により行われ、記録停止の指示は、再度のスタ
ート／ストップボタンの押下により行われる。記録の停止が行われると、データ符号化処
理部１３６はメタデータ生成部１３５からのメタデータ及び、映像データ符号化部１３３
からのサムネイル画像を各ファイルのヘッダあるいはフッタに格納する。ヘッダにはこの
他、ファイル名なども記録される。
【００２４】
　（再生モード）
　次に、再生モードにおける動作について説明する。操作部１０３の動作モード切り替え
スイッチにより再生モードが選択された状態で、再生ボタンが押下されると、システム制
御部１０４がそれを検知する。システム制御部１０４は、再生処理ブロック１２０を制御
して、ＨＤＤ１０６に記録されている各映像ファイルのヘッダ又はフッタに格納されたサ
ムネイル画像を読み出し、表示装置の一例である液晶パネル１０７に一覧表示する。
【００２５】
　ユーザは液晶パネル１０７に表示されたサムネイル画像を確認し、例えば操作部１０３
に含まれる上・下・左・右キーを操作し、再生を希望するファイルのサムネイル画像を選
択状態とし、決定ボタン等を押下して、再生すべき映像ファイルを指定する。システム制
御部１０４は、再生すべき映像ファイルが指定されると、再生処理ブロック１２０の各部
を制御して、指定された映像ファイルを復号化して液晶パネル１０７に表示する。
【００２６】
　再生処理ブロック１２０は指定された映像ファイルを記録再生部１０５を通じてＨＤＤ
１０６から取得する。そして、その映像ファイル内の映像データ及び音声データを復号化
し、それぞれ映像出力端子１０８、音声出力端子１０９より出力すると共に、再生された
映像を液晶パネル１０７に表示し、音声をスピーカ１１２から出力する。具体的には、シ
ステム制御部１０４は、再生すべき映像ファイルが指定されると、記録再生部１０５を制
御し、指定された映像ファイルをＨＤＤ１０６読み出し、再生処理ブロック１２０へ供給
する。記録再生部１０５によりＨＤＤ１０６から読み出された映像ファイルは、データ復
号化処理部１２５に出力される。データ復号化処理部１２５は供給された映像ファイルか
ら映像データ、音声データを検出し、更に、映像ファイルのヘッダ又はフッタからメタデ
ータを検出する。そして、映像データを映像データ復号化部１２３に、音声データを音声
データ復号化部１２４にそれぞれ出力する。
【００２７】
　映像データ復号化部１２３は、データ復号化処理部１２５から出力された映像データを
復号化し、映像出力部１２１に出力する。映像出力部１２１は、復号化された映像データ
を外部モニタやその他外部機器で処理するのに適した形式に変換し、映像出力端子１０８
や液晶パネル１０７の少なくとも一方に出力する。
【００２８】
　音声データ復号化部１２４は、データ復号化処理部１２５から出力された音声データを
復号化し、音声出力部１２２に出力する。音声出力部１２２は、復号化された音声信号を
外部機器で処理するのに適した形式に変換し、音声出力端子１０９に出力する。なお、ス
ピーカ１１２にも音声信号を出力しても良い。
【００２９】
　（データ転送処理）
　デジタルビデオカメラ１００と周辺機器ホストとの接続が、外部Ｉ／Ｆ制御部１１１に
より検出されると、外部Ｉ／Ｆ制御部１１１は、接続された周辺機器ホストの種類を判別
する。外部Ｉ／Ｆ制御部１１１はその後、判別した種類の情報と共に、周辺機器ホストと
接続されたことをシステム制御部１０４に通知する。システム制御部１０４は、外部Ｉ／
Ｆ制御部１１１を介して周辺機器ホストからのデータ転送要求を受信すると、記録再生部
１０５を介して、所望の映像ファイルをＨＤＤ１０６から読み出し、周辺機器ホストに転
送する。
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【００３０】
　次に、強力手ブレ補正ボタンの操作方法が、「押し続け」と「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」
の２つの操作方法から選択可能で、「押し続け」が選択されているにもかかわらず短押し
された際の動作に関して、図２乃至図４を用いて説明する。本実施形態では、操作部材で
ある強力手ブレ補正ボタン５０１（図５）に関して、「押し続け」と「ＯＮ／ＯＦＦ切り
替え」のいずれかをユーザ操作に基づいて設定しておけるものとする。「押し続け」とは
、強力手ブレ補正ボタン５０１が押下され始めてから離されるまでの間、強力手ブレ補正
機能を作動させる設定である。すなわち、強力手ブレ補正ボタン５０１を押している間だ
け強力手ブレ補正機能がＯＮとなり、強力手ブレ補正ボタン５０１を離せば強力手ブレ補
正はＯＦＦとなる。一方、「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」は、強力手ブレ補正ボタン５０１の
押下があると、強力手ブレ補正機能がＯＮであった場合はＯＦＦに、ＯＦＦであった場合
にはＯＮに切り替えるようにする設定である。すなわち、「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」にお
いては、強力手ブレ補正機能がＯＦＦであった場合に強力手ブレ補正ボタン５０１を押下
すれば強力手ブレ補正機能がＯＮとなり、強力手ブレ補正ボタン５０１を離した後でも強
力手ブレ補正機能はＯＮのままとなる。
【００３１】
　ここで、強力手ブレ補正ボタンを、「押し続け」と「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」の２つの
操作方法から選択可能とする理由を説明する。強力手ブレ補正をＯＮにすると、通常手ブ
レ補正と補正特性を変えることで、特に望遠側で、手ブレ補正効果を強められるメリット
があるが、逆にパン操作に追従しにくくなるというデメリットもある。従って、撮影状況
、操作者の技量に合わせて、前記のような操作方法の選択を可能とすることで、より使い
勝手のよいカメラを提供することが可能となる。
【００３２】
　図２に、「押し続け」と「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」の切り替えを行うメニュー画面の表
示例を示す。本実施形態において、「押し続け」とは、強力手ブレ補正ボタンに対する操
作（具体的には、押下）の開始から終了までの間のみ強力手ブレ補正処理を実行する第１
の動作モードをいう。一方、「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」とは、強力手ブレ補正ボタンに対
する一回の操作（具体的には、押下）ごとに強力手ブレ補正処理の実行及び終了を切り替
える第２の動作モードをいう。
【００３３】
　操作部１０３のメニューボタンが押下されると、液晶パネル１０７にメニュー２０１が
表示される。更に、ユーザが操作部１０３の上・下ボタンでメニューカーソル２０２を上
下に移動させ、「強力手ブレ補正ボタン」を選択し、操作部１０３の決定ボタンを押下す
ると、設定画面２０３が表示される。この状態で、ユーザは操作部１０３の上・下ボタン
でメニューカーソル２０２を上下に移動させ、「押し続け」か「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」
かを選択することが可能となる。ここでは、ボタンによるメニュー操作を例に挙げたが、
タッチパネル等を用いてもよい。
【００３４】
　図３は、強力手ブレ補正機能のＯＮ/ＯＦＦ切り替え制御の処理手順を示すフローチャ
ートである。この処理は、デジタルビデオカメラ１００が、前述した録画モードである時
に実行される。録画モードは、スタート/ストップボタンによる記録開始の指示前である
録画待機中（撮影待機中）と、スタート/ストップボタンによる記録開始後の録画中（撮
影中）とを含む。いずれの場合も、液晶パネル１０７には、カメラブロック１４０で撮像
されている被写体映像がリアルタイムで表示されているものとする。また、この処理はＲ
ＯＭ１０４２に記憶されている制御プログラム１０４５を、ＣＰＵ１０４１がＲＡＭ１０
４３に展開して実行することで実現される。
【００３５】
　操作部１０３に含まれる動作モード切り替えスイッチの操作などによってデジタルビデ
オカメラ１００が録画モードに切り替えられると、ＣＰＵ１０４１は図３のフローチャー
トに従う処理を開始する（Ｓ３０１）。ＣＰＵ１０４１は、操作部材である強力手ブレ補
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正ボタンに対する操作の開始に応答して強力手ブレ補正処理を実行し、強力手ブレ補正ボ
タンに対する操作の終了に応答して強力手ブレ補正処理の実行を終了するように制御する
。その具体的な処理は次のとおりである。
【００３６】
　Ｓ３０２では、操作部１０３の強力手ブレ補正ボタンが押されたか否かを判定し、押さ
れた場合にはＳ３０３へ進み、そうでない場合にはＳ３０２に戻りボタンが押されるのを
待つ。Ｓ３０３では、システム制御部１０４のタイマー機能部１０４４は、ボタン押しタ
イマーをリセットし、カウントも停止する。Ｓ３０４では、例えば「押している間、手ブ
レをさらに補正します」とのガイダンス表示をＯＦＦする。Ｓ３０５では、メニューによ
り、ボタン動作が「押し続け」に設定されているか否かを判定し、「押し続け」に設定さ
れている場合にはＳ３０６に進み、そうでない場合、すなわち「ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」
に設定されている場合にはＳ３０７へ進む。
【００３７】
　Ｓ３０７では、現在、強力手ブレ補正がＯＮかＯＦＦかを判定し、ＯＦＦであればＳ３
０８に進み、ＯＮであればＳ３０９に進む。Ｓ３０８では、強力手ブレ補正をＯＮに設定
し、液晶パネル１０７に強力手ブレ補正アイコン（図４の４０３）を表示する。Ｓ３０９
では、強力手ブレ補正をＯＦＦに設定し、液晶パネル１０７に通常手ブレ補正アイコン（
図４の４０２）を表示する。ここでは、通常手ブレ補正と、強力手ブレ補正との差を、ア
イコンのデザイン及び色の差を用いて表現しているが、強力手ブレ補正がＯＮ状態である
旨が判れば、その形態等はこれに限定されない。
【００３８】
　Ｓ３０６では、タイマー機能部１０４４は、ボタン押しタイマーのカウントを開始させ
る。Ｓ３１０では、強力手ブレ補正をＯＮに設定し、液晶パネル１０７に強力手ブレ補正
アイコン（図４の４０３）を表示する。Ｓ３１１では、操作部１０３の強力手ブレ補正ボ
タンが押されているか否かを判定し、押されていない場合にはＳ３１２へ進み、そうでな
い場合にはＳ３１１に戻りボタンが離されるのを待つ。
【００３９】
　Ｓ３１２では、強力手ブレ補正をＯＦＦに設定し、液晶パネル１０７に通常手ブレ補正
アイコン（図４の４０２）を表示する。Ｓ３１３では、前記ボタン押しタイマーのカウン
ト値が予め設定されたｎ［秒］（数百msec程度）よりも、大きいか否かを判定し、大きい
場合にはＳ３１９へ進み処理を終了し、そうでない場合にはＳ３１４へ進む。
【００４０】
　Ｓ３１４では、システム制御部１０４のタイマー機能部１０４４における、表示タイマ
ーをリセットした後、カウントを開始する。Ｓ３１５では、液晶パネル１０７に、例えば
「押している間、手ブレをさらに補正します」（図４の４０４）との警告若しくはガイダ
ンスを表示する。Ｓ３１６では、操作部１０３の強力手ブレ補正ボタンが押されているか
否かを判断し、押されていた場合はＳ３０３に戻り、そうでない場合にはＳ３１７へ進む
。Ｓ３１７では、表示タイマーのカウント値が予め設定されたｍ［秒］よりも大きいか否
かを判定し、大きい場合にはＳ３１８へ進み、そうでない場合にはＳ３１６に戻る。Ｓ３
１８では、液晶パネル１０７の「押している間、手ブレをさらに補正します」とのガイダ
ンス表示を終了する（図４の４０１）。
【００４１】
　以上のように、第１の実施形態によれば、ＯＮ／ＯＦＦ切り替え動作と、押し続け中有
効動作を切り替えて使用できるボタンにおいて、押し続け中有効に設定しているにもかか
わらず、それを忘れて短押ししてしまった場合に、次の効果が得られる。すなわち、前記
の操作により、所望の動作結果を得られなかった場合にも、その理由を速やかにユーザに
知らせることで、次回からは、正しい操作方法に導くことができ、所望の動作結果を得る
ことが可能となる。更に、機能実行中は、その機能が実行中であることが判るような表示
を行うので、ユーザは、実際にボタンが押されていて所望の機能が実行されていることが
確実に判る。
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【００４２】
　なお、強力手ブレ補正ボタン５０１は、その機能の特性を考慮した位置に配置する。図
５に、強力手ブレ補正ボタン５０１を、デジタルビデオカメラ１００の液晶パネル１０７
上に配置した例を示す。この位置に強力手ブレ補正ボタン５０１を配置すると、強力手ブ
レ補正機能を「押し続け」で有効とする場合、図示の如く右手でカメラ本体部を保持し、
液晶パネル１０７に配置された強力手ブレ補正ボタン５０１を左手で保持することになる
。すなわちこの場合、撮像部１４１を挟んで、ユーザの一方の手によって保持される部分
と対向する、他方の手によって保持される位置に、強力手ブレ補正ボタン５０１を配置す
る。このようにすると、手ブレ補正機能を強力にするとともに、両手で安定した姿勢でデ
ジタルビデオカメラ１００を保持するようにユーザを促すことができ、より強力に手ブレ
を防止することができる。本実施形態ではこのように、ビデオカメラの強力手ブレ補正機
能と、ビデオカメラをしっかりと保持することによる相乗効果を狙って、強力手ブレ補正
ボタン５０１を図５に示されるような位置に配置している。
【００４３】
　＜第２の実施形態＞
　第２の実施形態では、第１の実施形態で説明した制御の概念を、強力手ブレ補正ボタン
以外に適用する例を説明する。第１の実施形態と同じ処理を行う機能ブロックには同じ参
照番号を付し、その説明は省略する。
【００４４】
　図６は、本実施形態における、デジタルビデオカメラ１００によるメニュー表示の一例
である。操作部１０３のメニューボタンが押下されると、液晶パネル１０７にメニュー６
０１が表示される。更に、ユーザが操作部１０３の上・下ボタンでメニューカーソル６０
２を上下に移動させ、「ボタン操作」を選択し、操作部１０３の決定ボタンを押下すると
、設定画面６０３が表示される。この状態で、ユーザは操作部１０３の上・下ボタンでメ
ニューカーソル６０２を上下に移動させ、所望のボタンを選択する。設定画面６０３は「
スタート／ストップ」を選択した例を示し、設定画面６０５は「ズーム」を選択した例を
示している。ここで、ユーザが操作部１０３の決定ボタンを押下すると「押し続け」か「
ＯＮ／ＯＦＦ切り替え」かを選択することが可能となる。設定画面６０４は設定画面６０
３において「スタート／ストップ」を選択した場合の例を示し、設定画面６０６は設定画
面６０５において「ズーム」を選択した場合の例を示している。なお、ここでは、ボタン
によるメニュー操作を例に挙げたが、タッチパネル等を用いてもよい。
【００４５】
　図７に、本実施形態における液晶パネルの表示例を示す。図６の設定画面６０４で、「
スタート／ストップ」の「押し続け」が選択された状態で、操作部１０３のスタート／ス
トップボタンを短押しされた場合、例えば「押している間、録画します」とのガイダンス
７０２を、録画画面７０１に所定時間表示する。７０３は、録画一時停止状態であること
を示す表示の一例である。
【００４６】
　図６の設定画面６０６で、「ズーム」の「押し続け」が選択された状態で、操作部１０
３のズームボタンを短押しされた場合、「押している間、ズームします」とのガイダンス
７０５を録画画面７０４に所定時間表示する。７０６は、現在ズーム動作が行われていな
い状態であることを示す表示の一例である。
【００４７】
　以上のように、第２の実施形態によれば、操作部材であるボタンを複数備え、各ボタン
に割り当てられた所定の機能を有するカメラにおいて、ユーザの指定により、ボタン毎に
操作方法を切り替えることができる。さらに、各ボタンの操作方法に対応するガイダンス
が表示される。これにより、ユーザは各ボタンに割り当てられた複数の操作方法に関して
、困惑せずに操作を行うことができる。
【００４８】
　なお、上述した各実施形態においては、ボタンの操作中のみ有効となる機能が割り当て
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方法に関するガイダンスを警告表示する例を説明した。しかし、ガイダンスの警告表示に
限らず、他の警告を出力するようにしてもよい。すなわち、ボタンの操作中のみ有効とな
る機能が割り当てられたボタンに対し、所定時間以下の操作しかされなかった場合、警告
表示をするかわりに、あるいは警告表示とともに、警告音を発するようにしてもよい。
【００４９】
　以上、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。上述の実施形態の一部を適宜組み合わせてもよい。
【００５０】
　また、上記実施形態では、デジタルビデオカメラを例に説明したが、押し続け中有効と
なるようなボタンを有する様々な装置において同様の効果を見いだすことが可能である。
【００５１】
　なお、システム制御回路１の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハー
ドウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
　また、上述した実施形態においては、本発明をデジタルビデオカメラに適用した場合を
例にして説明したが、これはこの例に限定されない。すなわち、本発明はパーソナルコン
ピュータやＰＤＡ、携帯電話端末や携帯型の画像ビューワ、プリンタ装置に設けられた印
刷画像選択および確認のためのディスプレイ、デジタルフォトフレームなどにも同様に適
用可能である。
【００５２】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭ
ＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラ
ム、及び該プログラムを記憶したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は本発明を構成す
ることになる。



(11) JP 5590876 B2 2014.9.17

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(12) JP 5590876 B2 2014.9.17

【図５】 【図６】

【図７】



(13) JP 5590876 B2 2014.9.17

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)           Ｇ０６Ｆ   3/02    ３７０Ａ          　　　　　
   Ｇ０６Ｆ   3/02     (2006.01)           　　　　           　　　　          　　　　　

(72)発明者  古山　博章
            東京都大田区下丸子３丁目３０番２号　キヤノン株式会社内

    審査官  松田　岳士

(56)参考文献  特開２０００－１３２３１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０２８６５５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－０５９７９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２９５１８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－０６１７７０（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｂ　　１７／１８　－１７／２０　　　　
              Ｇ０３Ｂ　　１７／３６　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０２　－　３／０２７　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０３３－　３／０４１　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４８　　　　
              Ｈ０３Ｍ　　１１／０４　　　　
              Ｈ０３Ｍ　　１１／０８　－１１／１４　　　　
              Ｈ０３Ｍ　　１１／２０　－１１／２４　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／２２２－　５／２５７


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

